
【出題意図・採点の観点】

平成３１年度入学者選抜学力検査（前期日程）における数学の出題に対する基本的
な方針および採点の観点は以下の通りである。

出題形式は，高等学校における教育課程および受験生の履修状況を考慮し，従来通
り，いわゆる文系，理系の２種類を用意した。文系，理系ともに解答方式は，受験生
の数学の理解度・到達度・表現力がより適正に評価できる記述式とした。出題に当たっ
ては，高等学校の数学の教科書の内容に準拠し，主に以下のような点が問えるよう心
がけた。

（１） 標準的な問題を，基本的な概念や原理・法則を単に暗記することなく正確に
理解して解答できるかどうか。

（２） 基本的な問題と，その発展問題を解答させることにより，図形的な考察を含
め総合的に理解し，かつ正確に計算できるかどうか，また理論的に考えて記述・
表現ができるかどうか。

　さらに採点に関しても上記の観点を重視して行った。
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【解答例（理系）】

解答が具体的に表されるものについてはそれを示したが，他の表現もあり得る。そ
れ以外については，解答の方針を一つ例示した。なお，採点においては，解答のプロ
セスや記述の論理性も重視した。

１ (1) 0 < k < 1, |α| = 1

(2)

√
2−

√
3

2

(√
6−

√
2

4
,

√
3− 1

2
√
2
等の表記も可

)

(3)
π

3
< θ <

5

12
π,

√
2−

√
3

2
< k <

1

2

(4) 0 ≦ |1− α5| < 1

２ (1) y =
√
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(2) 点 P = (x1, y1)と点Q = (x2, y2)の座標は，仮定より
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= −2 を満たすことから Pが C1上にあることとQがC2上にあるこ

とは同値になる。

(3) A = (1,−3), B = (0,−1)

(4) X1X2 ≧ AB =
√
5 より求める最小値は
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5である。

３ 曲線C1は y = −x±
√
1− x2 のグラフで与えられ，曲線C2はC1と x軸に関し

て対称より y = x±
√
1− x2 のグラフで与えられる。これからC1とC2で囲ま

れる２つの図形の共通部分の概形が描かれ，求める面積 Sは，
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４ (1) A = {1, 2, 4, 5, 7, 8}

(2) Aに属する整数の個数は，pn − pn−1であり，Aに属する整数の和は
1

2
(pn − pn−1)pnとなる。

(3) Aの要素 kに対して，k x+ pny = 1を満たす整数 x, yをとり，xを pnで
割った余りを ℓとすると，ℓ ∈ Aで kℓ− 1は pnの倍数となる。

(4) k ∈ Aに対して (3)で得た整数を ℓkとする。このとき，Aに属するすべての

整数 kについての
1

k
の和 S は，kℓk = 1+ pnxk (xkは整数)より，Aに属する

すべての整数 kについての ℓk − pn
xk

k
の和と等しい。さらに

xk

k
の和を

b

a
(既

約分数)とすると，S =
pn(a(pn − pn−1)/2− b)

a
と表すことができる。aは p

と素であり，pが奇数ゆえ
pn − pn−1

2
は整数であることに注意して，右辺は

既約分数で，その分子は pnの倍数であることが示される。
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